
創

刊

の

辞

古
代
文
学
会
は
、
今
度
、
機
関
誌
「
古
代
文
学
」
創
刊
号
を
、
学
界
に
お
く

る
に
当
り
、
本
学
会
が
、
古
代
文
学
研
究
に
関
し
て
、
今
後
に
意
図
す
る
と
こ

ろ
を
表
明
し
、
こ
れ
を
創
刊
の
言
と
す
る
。

本
学
会
の
生
誕
に
お
け
る
基
本
的
希
求
は
、
今
日
の
学
界
に
伏
存
す
る
、
学

閥
・
学
統
、
そ
の
他
、
人
事
関
係
に
起
因
す
る
、
研
究
・
発
表
に
対
す
る
俗
世

間
的
障
害
の
す
べ
て
を
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
問
研
究
に
お
け
る
、
も
っ
と

も
純
粋
に
し
て
、
真
蟄
・
自
由
な
研
究
を
専
一
に
推
進
せ
し
め
得
る
場
を
生
み

出
す
こ
と
で
あ
る
。

本
学
会
は
、
こ
の
目
標
の
完
遂
の
た
め
に
、
本
会
の
構
成
員
は
、
す
べ
て
、

現
に
、
古
代
文
学
研
究
者
と
し
て
、
も
っ
と
も
活
発
に
、
新
鮮
・
重
厚
な
研
究

を
発
表
し
、
推
進
し
て
い
る
研
究
者
を
、
学
閥
・
学
統
・
学
色
・
学
歴
の
い
か

ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
研
究
成
果
、
研
究
体
度
を
主
眼
と
し
て
構
成
し
、
学

問
・
研
究
の
純
粋
な
進
展
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
学
会
は
、

そ
れ
ぞ
れ
種
々
の
学
風
・
学
色
に
よ
る
研
究
者
の
研
究
成
果
の
発
表
及
び
そ
れ

に
対
す
る
討
論
・
検
討
を
主
眼
と
す
る
月
例
研
究
発
表
会
に
第
一
の
重
点
を
置

き
、
こ
れ
を
本
学
会
伸
展
の
母
体
と
す
る
。
な
お
、
そ
れ
ら
の
学
問
上
の
成
果

を
広
く
学
界
に
示
現
す
る
た
め
の
機
関
誌
の
発
刊
に
、
併
せ
て
重
点
を
置
く
。

本
学
会
の
最
大
の
念
願
は
、
わ
れ
わ
れ
の
企
図
す
る
学
問
研
究
・
発
表
の
純

粋
性
の
獲
得
と
、
そ
の
た
め
の
学
問
的
情
熱
と
が
、
今
日
の
、
古
代
文
学
研
究

の
世
界
を
、
な
お
一
層
、
真
の
学
問
研
究
の
場
と
し
て
復
活
せ
し
め
る
た
め
の

推
進
核
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

古

代

文

学

会

Ｉ

-

ｌ

-

・

Ｉ

-

・

’

-

１

１

１

-

-

１

-

-

-

，

１

-

１

１

，

-

１

-

-

-

１

１

-

１

１

’

-

１

１

１

１

ト

ー

・

’

’

’

１

１

１

１

-

１

１

‘

１

，

●

ｌ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

１

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

，

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

，

-

，

０

１

０

．

・

-

-

１

１

-

１

１

，

-

-

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

Ｉ

０

-

１

-

１

１

１

-

ｌ

ｌ

-

●

１

１

-

人
麿
歌
集
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…
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司
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」
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心
と
し
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１
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